
 

 

 

ＭＳＥマスターサービス協定歴史的調印 

ＭＳＥマスターサービス協定が調印された。本日、モンゴル株式取引所(ＭＳＥ)

を運営するため、モンゴルの国家資金委員会とロンドン株式取引グループ(ＬＳＥ

Ｇ)はマスターサービス協定(ＭＳＡ)に歴史的な調印をした。ふたつの機関はＭＳ

Ａを通し、向こう３年間の間にＬＳＥの援助でＭＳＥを近代化する細目に同意し

た。それは今年１月にＭＳＥの再構築と発展のため、国有財産委員会(ＳＰＣ)と

ＬＳＥの排他的戦略提携協定の調印を思い起こさせるものである(1 月 19 日に発

表した我々のノート「LSE Partners with Mongolia Stock Exchange: Major 

Boost for MSE and Real Coup for LSE」をご参照下さい)。我々は、モンゴル資

本市場の発展において長期的にプラスの影響力をもたらす大変重要な画期的出来

事であると考えている。 

ＬＳＥによるＭＳＥの近代化。ＭＳＥは「この協定の枠組みの下、ＬＳＥはＭＳ

Ｅに統合された証券取引システムを導入し、有効な法環境を整え、インフラ社会

基盤やテクノロジー、国際基準に合った人的資源の将来性をもたらす」と報告し

た。この協定のもと、LSE は下記のような多くの分野でＳＰＣと協力する。 

 ＬＳＥは発展や民営化を監督するためにＭＳＥのマネージメントチームを

任命する 

 ＬＳＥの MillenniumIT、一流の国際的なエクスチェンジテクノロジーの

プロバイダーは、ＭＳＥへ取引や調査監視し、取引構造基盤を整える。 

 両団体はＭＳＥの役人、顧客、モンゴル金融調整委員会のために、資本市

場の構造基盤と立法上の枠組みにおいて包括的なトレーニングプログラム

を行う。 

 ＬＳＥはＭＳＥに市場ルールや一連の処理手続き、ＭＳＥ組織や管理運営

の近代化への助言をする。 

 ＬＳＥはＭＳＥでデリバティブや ETF へ取引可能な資産の種類が広がるよ

うに援助する。 

 ＬＳＥは世界基準のモンゴルマーケット指標を実行させる。 

この契約範囲は広く、マネジメントレベルの職員、短期的な専門コンサルタント

どちらも含めた取引所のチームに反映され、テクノロジーの設備や実行以上にう

まく行くだろう。時間に敏感な商品を持ち込むには、市場ルールと証券法の近代

化が鍵のひとつだろう。明らかに、新しいマネージメントチームは向こう数ヶ月

間に新しいテクノロジーにおける新たな一連の処理手続きを統合し、必須の法律

や制度を整えることに重点をおく必要がある。 

時を得た(タイムリーな)協定。モンゴル市民たちがまもなくエルデネスタバント

ルゴイのシェアを受けるだろうという発表後、ＭＳＡの契約文書作成とＬＳＥの

マネジメント契約の公式始動が大変よい時期に成された。民営化の望みや株式非

公開会社のＩＰＯの兆しとともに、時間が今刻々と過ぎている。市場は新しいマ

ネージメントチームが新システムとオンライン手続きをいかに迅速にもたらすで

あろうかと見守っている。 

 

モンゴル 

戦略 

 

 

2011 年 4 月 7日 

ハキモフ フスニディン 

アナリスト 

hoosniddin.hakimov@eurasiac.com 

 



ＭＳＥマスターサービス協定歴史的調印 2011 年 4 月 7日 

    

  
 2 

公式発表で承認されたもので、もっとも重要なインパクトを持ちえるだろうもの

は、ＬＳＥチームの効果的時期市場構造基盤を提供する意志である。それは著し

くコスト削減が進められ、市場においてより大きな資産の流動性を促し、国内及

び外国の投資家の間で大きな信頼を得るであろう。それはまた適切にサポートし

ていく法制定の必要性が生まれ、このイニシアチブの発表は数ヶ月間注意深く見

守られるべきである。現れている前進は、新しいマネジメントチームが最近の一

連の民営化の始まりの前に、鍵となる市場構造基盤の改善を取り付けることがで

きるかどうかのとても良い兆しとなるであろう。 

提案されているＬＳＥとトロント株式取引所(Toronto Stock Exchange)との合併

はまだ起こりえる可能性があり、ＬＳＥとＳＰＣとの提携はより多くの反響を起

こし、潜在的にモンゴルの企業が広範囲の国際投資家達接近する機会をもたらす

だろう。 

我々はこの協定がＭＳＥの発展を加速させるであろうと考えている。ＭＳＥの発

展はモンゴル企業にとって実現可能な資産の源となり、モンゴルの人々にとって

は鉱物源からの富の配分を受ける効果的なルートとなる。隣国からの上場を引き

付け、資源企業によって増える資産の地域のハブとするためＬＳＥは長期にわた

ってＭＳＥを援助するかも知れない。モンゴルが国際投資家の地図にしっかりと

台頭し、ＭＳＣＩフロンティア市場指数に加わることを期待する。それは早くも

今年かも知れない。我々の提案の鍵は、そのローカルエクイティのエクスポージ

ャーを勝ち取ることである。2010～2020 年間、世界で最も優れた経済成長を遂げ

るとされているモンゴルは未だその初期段階にあるのだ。  
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